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地
域
の
話
題

中
山
校
区

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

風
光
明
媚
な
海
と
海
岸
線
、広
が
る
保
安
林
の
緑
と
広
大
な
農
地
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
持
つ
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
を

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
に
改
定
し
た

「
中
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
で

は
、
基
本
方
針
に
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
掲
げ
、
校
区
、
中
山
・

小
中
山
自
治
会
を
中
心
に
地
域
の
防
災
意

識
の
向
上
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

校
区
が
抱
え
る
不
安
と
は
？

　

田
原
市
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
高

さ
３ｍ
～
４ｍ
の
津
波
が
約
45
分
で
襲
来
。

校
区
北
側
に
位
置
す
る
小
中
山
地
区
の
集

落
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
す
る
予
測
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
市
が
指
定
す
る
小
中
山

住
民
の
地
震
災
害
避
難
場
所
は
中
山
小
学

校
運
動
場
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
避
難
す
る

た
め
に
は
河
川
を
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、避
難
場
所
へ
向
か
う
避
難
路
が
、

揺
れ
や
液
状
化
に
よ
る
損
傷
、
津
波
に
よ

る
浸
水
な
ど
に
よ
り
絶
た
れ
、
避
難
で
き

な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
中
山
地
区
に
は
高
台
と
し
て
小
中
山

保
育
園
の
立
体
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

収
容
人
数
約
６
０
０
名
で
、
約
２
３
０
０
名

の
全
地
区
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
近
く
に
一
時
避
難
で
き
る

場
所
の
整
備
を
市
に
要
望
し
て
い
ま
し

た
。

校
区
民
の
安
心
の
た
め

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
校
区

協
議
会
役
員
会
で
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
市
防
災
対
策

課
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、
昨

年
10
月
、
静
岡
県
袋
井
市
に

あ
る
津
波
避
難
施
設
「
湊
み
な
と

命

山
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
命
山
の
あ
る
地

区
は
海
岸
か
ら
お
お
む
ね
１
㎞
に
位
置
し
、

津
波
被
害
の
危
険
性
の
高
い
地
域
で
す
。

地
域
住
民
の
危
機
感
を
き
っ
か
け
に
、
避

難
施
設
な
ど
の
検
討
・
要
望
に
よ
り
、
施

設
建
設
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

避
難
マ
ウ
ン
ド
実
現
の
た
め
地
域
で
も

　

中
山
校
区
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
、

各
種
委
員
、
関
係
者
を
中
心
に
「
マ

ウ
ン
ド
建
設
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
地
域
住
民
に
安
心

を
与
え
ら
れ
る
避
難
マ
ウ
ン

ド
の
建
設
実
現
に
向
け

協
議
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
実
現
に
は
田
原

市
お
よ
び
地
域
住
民
の

理
解
が
必
要
不
可
欠
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▲静岡県袋井市にある津波避難施設「湊命山」を視察▲市防災対策課と防災について協議
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